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2016 年２月６日 

各 位 

会 社 名 株式会社果実堂 
代 表 者 名 代表取締役社長 井出  剛 
 
問 合 せ 先 経営企画室 室長 小板橋 達也 
      総務経理室 副主任 緒方  美穂 
電 話 ０９６－２８９－８８８３ 

 
 

第１回無担保社債（私募債）の発行に関するお知らせ 
 
 

当社は、2016年２月５日付にて、第１回無担保社債（私募債、総額１億円）を発行しましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．社債発行の目的 

 本件調達資金は、当社のベビーリーフ事業の事業拡大に伴い必要となる農場及び工場の設備投

資に充当いたします。当社は、これまで第三者割当増資、転換社債の発行及び銀行借入れにより

資金を調達してまいりましたが、今般、私募債の発行も手掛けることにより、調達手段の多様化、

安定化を図ることが可能となりました。 

 

２．社債の内容 

（１） 社債の名称 株式会社果実堂第１回無担保社債（株式会社鹿児島銀行保証付） 

（２） 社債の総額 金１億円 

（３） 社債の利率 年 0.540％ 

（４） 払 込 期 日 2016 年２月５日 

（５） 償 還 期 日 2021 年２月５日（期間５年） 

（６） 利 払 日 毎年２月５日及び８月５日 

（７） 発 行 価 額 各社債の金額 100 円につき金 100 円 

（８） 償 還 金 額 各社債の金額 100 円につき金 100 円 

（９） 償 還 方 法 満期一括償還 

（10） 保 証 人 株式会社鹿児島銀行（100％保証） 

（11） 財務代理人 株式会社鹿児島銀行 

（12） 総額引受人 株式会社鹿児島銀行 

（13） 振 替 機 関 株式会社証券保管振替機構 

なお、アーリーステージのアグリベンチャー企業が発行する普通社債を金融機関が引き受ける

のは、珍しい事例です。 

 

３．今後の見通し 

 本件による当社の 2016 年３月期の経営成績に与える影響は軽微であります。 
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（ご参考）当社について 

2005 年設立の農業ベンチャー企業である当社は、「健康のある場所。果実堂」を経営理念とし

て、予防医学の観点から 2008 年に熊本県内でベビーリーフ（野菜の幼葉の総称）の大規模自社

栽培に着手しました。現在、ハウス内土耕栽培で年間最大 10 回転（10 期作）の栽培に成功し、

栽培面積 56.5ha、ハウス棟数 600 棟、年間生産量 550 トンの国内最大のベビーリーフ生産会社と

なっております。当社は自社内に研究所を有し、全ての栽培データをＩＴを駆使して網羅的に管

理するとともに、土壌、水分、温度、微生物等の至適条件に基づくサイエンス農業を実践してお

ります。 

なお、当社はアグリベンチャー企業として、2016 年度の株式公開を目指しております。 

社名  株式会社果実堂 

事業内容  ・大規模ベビーリーフの生産，販売 

 ・機能性発芽食品の開発，製造，販売 

設立  2005 年４月６日 

本社所在地  熊本県上益城郡益城町田原 1155-5 熊本テクノリサーチパーク内 

資本金等  資本金 97,397,500 円 資本準備金 52,397,500 円 

主な株主  創業者（資産管理会社を含む）  8,113 株［42.0％］ 

 三井物産㈱         2,728 株［14.1％］ 

 カゴメ㈱          2,000 株［10.3％］ 

 トヨタ自動車㈱         700 株［ 3.6％］ 

 ㈱鹿児島銀行          527 株［ 2.7％］ 

 ㈱北九州銀行          500 株［ 2.6％］ 

 エア・ウォーター㈱       367 株［ 1.9％］ 

 矢崎総業㈱           360 株［ 1.9％］ 

 ㈱富士通九州システムズ     300 株［ 1.6％］ 

 ㈱ミクニ            300 株［ 1.6％］ 

役員・顧問  代表取締役社長 井出 剛 （創業者） 

 相談役・特別顧問 井出 博之（薬学博士） 

 取締役     河野 淳子（業務推進本部長） 

 取締役     高瀬 貴文（栽培管理本部長） 

 社外取締役   藤井 啓吾（カゴメ㈱ 執行役員 農事業本部長） 

 社外取締役   西川 英行（三井物産㈱ 食品事業本部 事業開発部 部長補佐） 

 社外取締役   愛川 義政（㈱富士通九州システムズ 取締役兼執行役員常務） 

従業員数  150 名（パート社員含む） 

 

以 上 


